
九地整「ＣＮＰ認証（コンテナターミナル）認証書交付式」開く 
博多港アイランドシティコンテナターミナルが最高評価レベル５を取得 

九州地方整備局は１６日、福岡市博多区において

ＣＮＰ認証（コンテナターミナル）認証書の交付式

を執り行った。本認証制度とは、コンテナターミナ

ルにおける脱炭素化の取り組みを客観的に評価す

る認証制度。脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化

や水素・アンモニア等の受け入れ環境の整備等を図

るカーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成を

推進。コンテナターミナルにおける脱炭素化に向け

た取り組みの実施状況を２０２３年６月より運用

が開始された。評価は取り組み状況に応じてレベル

１～５までの５段階で行われ、今回の認証が制度創設後初となる。 
博多港アイランドシティコンテナターミナルが、ＣＮＰ認証レベル５を取得した評価ポ

イントとして、港湾脱炭素化推進計画の作成、インバータ制御方式のガントリークレーン

の導入１００％、低・脱炭素型トランスファークレーン・ストラドルキャリアの導入１０

０％、ＬＥＤ照明の導入１００％、環境に配慮した船舶への入港インセンティブの導入、

ゲート前の渋滞、ヤード内の滞留対策の実施が挙げられる。加えて、ＬＮＧバンカリング
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への対応も評価され、これらの先進的な環境対策が最高位となるレベル５認証につながっ

た。 
認証式の冒頭で九州地方整備局の酒井浩二副局長は「船会社は船舶側の努力だけでなく、

ターミナル側の環境対策にも関心が高くなっている。この認証を受けたことから、これか

らのポートセールスにおいても強みになる」とあいさつ。 
認証書は同ターミナルの運営者である博多港ふ頭（株）と管理者である福岡市の２者に

交付された。博多港ふ頭（株）の駒田浩良代表取締役社長は「先達の努力が実を結び結果

につながりました。具体的な取り組みとしては、荷役機械ＲＴＧの電動化によるＣＯ２排

出量７０％削減と、２０００年に導入した物流ＩＴシステム「ＨｉＴＳ」の導入により、

物流効率の改善とアイドリングによるＣＯ２排出削減を実現しました。評価いただいた項

目に限らず「選ばれる港」としての地位を確立し、九州経済への貢献を果たすとともに、

日本のカーボンニュートラルポートを先導する存在となることを目指したい」と語った。

福岡市の鈴木順也港湾空港局長は「博多港のセールスポイントがＣＮＰ認証取得によって、

また一つ増えました。認証有効期間は３年ですので、この認証を最大限に活用するととも

に引き続きＣＮＰへの取り組みを推進し、次回の更新でも高い評価を得られるよう努力し

たい」と締めくくった。 
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